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大
切
な

を
守
り
た
い

国
で
は
９
月

日
か
ら
の
１
週
間
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
に
、
県
で
は
毎
年
９
月
を
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「
岩
手
県
自
殺
防
止
月
間
」
に
定
め
、
相
談
事
業
や
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
で
も
、
一
人
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
本
市
の
自
殺
に
関
す
る
現
状
や
自

殺
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
殺
の
኷
በ

人
は
な
ぜ
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
自
殺
の
原
因
に
は
、
健
康

問
題
や
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や
介
護

疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
や
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が

い
く
つ
も
複
雑
に
絡
み
合
い
、
な
か
な
か

解
決
に
結
び
つ
か
ず
に
問
題
が
長
期
化
す

る

―
。
そ
の
結
果
、
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
、
自
殺
に
至
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と

で
あ
り
、
一
部
の
人
や
地
域
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が
身
近
な

問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
殺
を
「
個
人
の
問
題
」
と
し
て
扱
う
の

で
は
な
く
、「
社
会
の
問
題
」
と
し
て
捉
え
、

社
会
全
体
で
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
殺
ᚏ
෢
な
✱
の
൛
ᒈ

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

年
か
ら
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急
増
し
て
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
２
万
２
０
０
０
人
を
下
回
り
、
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
殺
死
亡
率（
※
）

も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
自
殺
死

亡
率
の
高
い
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見

る
と
、
北
東
北
３
県
が
上
位
に
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

年
に
は
、
岩
手
県
が
全
国

26

の
ワ
ー
ス
ト
１
に
な
る
な
ど
、
現
在
も
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
市
の
自
殺
者
数
は
、

、

年
の

17
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人
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
、

年
に

29

手
を
つ
な
ぎ
自
殺
の
な
い
世
界
へ

―

※自殺死亡率…人口10万人当たりの自殺者数

＜奥州市の自殺者数と自殺死亡率＞

ྵ

出典：岩手県保健福祉年報

（単位：人）

5（2019.9）

は

人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
男
性
で

16
は

歳
代
の
働
き
盛
り
の
年
代
に
、
女
性

50
で
は
高
齢
者
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ଌ
の
自
殺
੥
ᔌ

市
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
年
３
月
に
「
奥
州
市
自
殺
対
策
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
期
間
と
し
、「
手
を
つ
な

ぎ

い
の
ち
支
え
る

お
う
し
ゅ
う
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
自
殺
の
背

景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
分
野
の
「
生
き
る
支
援
」

と
連
携
を
強
化
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
殺

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

歳
の
男
性
を
対
象
と

50

し
た
心
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
事
業
や
、
一

般
市
民
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
心
の
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
（
※
）
養
成
研
修
会
な
ど
、
さ

自死遺族交流会

こころサロン奥州

自殺で大切な人を亡くした人は、

深い悲しみや自責の気持ち、語れ

ない苦しさや悲しさを分かり合え

る人に出会いたいと思うことがあ

ります。奥州保健所で開催する

「こころサロン奥州」は、遺族が

思いを分かち合う場です。抱える

悲しみや苦しみを語り合い、分か

ち合ってみませんか。

諮日時 11月２日上

午後１時半～３時

※原則奇数月の第１土曜日

諮会場 奥州保健所２階相談室

諮申し込み方法

新規参加者は予約が必要

諮問い合わせ・申込先

奥州保健所（察22-2831）

自殺を防ぐのは、やっぱり人と人とのつながりだと思います。そ

のためには、さまざまな地域団体や関係機関が連携して、自殺対策

に取り組んでいくことが良い結果につながるのではないでしょう

か。悩んでいる人は誰にも相談できないこともあるはずです。一

人でも自殺する人が少なくなるよう、住民全員がゲートキーパーと

なって、悩んでいる人を孤立させないような地域にしていきたいで

すね。そして、笑顔があふれる胆沢になればいいなと願っています。

市と南都田地区振興会で開催した「心いきいき身体すこ
やか講演会」。心と体の関係が大切なことを学びました

ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
庁
健
康
増
進
課
と
各
総
合
支
所
健
康

増
進
担
当
で
は
、
保
健
師
が
心
や
体
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
広
報
と
一

緒
に
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
気
づ
い

て
く
だ
さ
い

心
の
サ
イ
ン
」
で
、
育
児

や
介
護
、
生
活
困
窮
な
ど
の
相
談
窓
口
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
、「
心
の
サ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
近
の
様
子

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

平
成

年
度
か
ら
、
胆
沢
地
域
を
自
殺

29

対
策
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
、「
胆
沢

地
域
心
い
き
い
き
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
地
区
振
興
会
や
地
域
の
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
講
演
会
や
研
修

会
な
ど
独
自
の
事
業
を
展
開
中
で
す
。
胆

沢
地
域
の
住
民
が
、
自
分
や
周
り
の
人
の

心
の
健
康
に
関
心
を
寄
せ
、
気
付
き
と
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
地
域
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

自
殺
の
な
い
জ
ૺ
ଌ
を
Ꮊ
ന
✟
✮

誰
も
が
生
き
て
い
く
中
で
悩
み
や
不
安

を
抱
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
周
囲
の
人
と
の
助
け
合
い
や
地
域
で

支
え
る
関
係
づ
く
り
が
孤
立
を
防
ぎ
、

「
生
き
る
希
望
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
一
人
一
人
の
命
は
、
何
も
の
に
も

代
え
難
い
大
切
な
も
の
で
す
。
自
殺
の
な

い
奥
州
市
を
目
指
し
、「
命
を
守
る
」
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
行
動
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

本
庁
健
康
増
進
課
健
康

づ
く
り
係
（
察

―
２
９
０
３
）、
各
総
合

34

支
所
健
康
増
進
担
当

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
…
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
声
を
掛
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
見
守
る
人
の
こ
と

胆沢地域心いきいき事業推進協議会会長 小野寺 功 さん（80）
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